
奈良国道

３
月
３
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募
集
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ま
で
意
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募
集
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Ｐ
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Ｐ
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Ｒ
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Ｒ
他
下
部

清
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清
川
組
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落
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国

交
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統
計
調
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
人
も
増
え
て

い
る
よ
う
だ
が
、
同
時
に
小
学
生
な
ど
未
成

年
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
が
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
▼
例
え

ば
、
娘
の
た
め
に
と
ゲ
ー
ム
を
登
録
、
遊
ん

で
い
た
娘
は
本
当
の
お
金
だ
と
思
わ
ず
に
ア

イ
テ
ム
を
購
入
し
後
日
10
万
円
を
超
え
る
請

求
が
届
い
た
や
カ
ー
ド
会
社
か
ら
ゲ
ー
ム
の

請
求
が
あ
り
驚
い
て
息
子
に
聞
く
と
友
達
に

教
え
て
も
ら
い
無
断
で
カ
ー
ド
を
持
ち
出
し

て
使
用
、
年
齢
制
限
ク
リ
ア
の
為
20
歳
以
上

と
偽
り
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
等
▼
コ
ロ
ナ
禍

の
臨
時
休
校
な
ど
で
子
供
ら
が
ゲ
ー
ム
に
触

れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら

れ
て
い
る
▼
民
法
上
、
保
護
者
の
同
意
な
く

未
成
年
者
が
結
ん
だ
契
約
は
原
則
取
り
消
す

こ
と
は
可
能
だ
が
「
同
意
す
る
」
と
し
て
い

た
場
合
な
ど
は
取
り
消
す
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
▼
ゲ
ー
ム
で
借
金
す
る
大
人
も
多
い
、

子
供
ら
と
話
し
合
い
、
お
金
の
大
切
さ
を
教

え
る
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思
う
。　
（
昴
）

　

奈
良
市
は
「
奈
良
市
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
計
画
段
階
環
境
配
慮

書
」
を
作
成
し
３
月
30
日
ま
で
意
見
を
募
集
し
て
い
る
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画

環
境
配
慮
書
を
作
成

環
境
配
慮
書
を
作
成

奈 良 市
　

計
画
段
階
環
境
配
慮
書

は
▽
奈
良
県
水
資
源
・
森

林
・
景
観
環
境
部
▽
市
環

境
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
推
進
課
▽
市
健
康
医

療
部
保
健
所
保
健
・
環
境

検
査
課
▽
大
和
郡
山
市
産

　

近
畿
地
方
整
備
局
奈
良

国
道
事
務
所
が
２
月
９
日

開
札
し
た
一
般
競
争
入
札

「
大
和
御
所
道
路
小
槻
高

業
振
興
部
環
境
政
策
課
▽

天
理
市
環
境
経
済
部
環
境

政
策
課
▽
大
和
郡
山
市
産

業
振
興
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
３

月
16
日
ま
で
縦
覧
に
供
す

る
と
と
も
に
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い

る
。
意
見
書
は
持
参
ま
た

は
郵
送
、
ｅ
古
都
な
ら
で

受
け
付
け
て
い
る
。
担
当

は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
推
進
課
（
電
話
０
７
４

２
―
３
４
―
５
３
１
４
）。

　

現
在
、
同
市
が
所
有
し

て
い
る
環
境
清
美
工
場

は
、
稼
働
開
始
か
ら
既
に

35
年
以
上
が
経
過
し
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
為
、
部

分
的
に
改
修
し
な
が
ら
稼

働
を
維
持
し
て
い
る
が
、

安
定
し
た
稼
働
を
続
け
る

こ
と
が
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
は
市
単
独
で
の
建
設

を
検
討
し
て
い
た
が
、
県

北
部
地
域
で
の
ご
み
処
理

の
広
域
化
を
視
野
に
入
れ
、

奈
良
市
・
大
和
郡
山
市
・
生

駒
市
・
平
群
町
・
斑
鳩
町

の
５
市
町
に
よ
る
広
域
化

で
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
目
指
し
て
き
た
。

　

同
事
業
は
、
従
来
の
ご

み
処
理
施
設
の
負
の
イ
メ

ー
ジ
を
払
拭
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

環
境
面
で
の
心
配
が
な
く

地
域
に
新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
、
ま
ち
づ
く
り
の

中
核
施
設
と
し
て
貢
献
で

き
る
施
設
と
し
て
最
新
の

ご
み
処
理
技
術
を
導
入
し
、

安
全
・
安
定
性
に
優
れ
長

寿
命
化
が
図
れ
る
施
設
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
ご

み
処
理
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
積
極
的
活
用
に
よ
っ

て
、
資
源
循
環
型
社
会
や

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を

推
進
す
る
も
の
。
ま
た
、

災
害
に
強
く
防
災
対
策
機

能
を
備
え
た
一
般
廃
棄
物

処
理
シ
ス
テ
ム
を
確
保
す

る
等
、
総
合
的
な
ご
み
処

理
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

同
事
業
で
設
置
す
る
の

は
ご
み
焼
却
施
設
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
型
廃
棄
物
処

理
施
設
）、
約
５
８
６
ｔ

／
日
（
５
市
町
で
の
計
画

最
大
値
）
の
処
理
能
力
を

有
す
る
施
設
で
、
建
設
候

補
地
は
七
条
地
区
。

　

同
配
慮
書
で
は
建
設
候

補
地
の
敷
地
に
お
い
て
確

保
で
き
る
平
地
面
積
と
施

設
の
建
築
面
積
、
構
内
道

路
の
配
置
、
駐
車
場
及
び

来
場
者
等
の
安
全
な
動
線

を
考
慮
し
、
複
数
案
と
し

て
景
観
へ
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
計
画
施
設
の
差

（
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
設
置

の
有
無
）、
排
出
ガ
ス
に

よ
る
周
辺
地
域
へ
の
影
響

及
び
景
観
へ
の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
煙
突
高
さ
の
差

を
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
た
。

（
⑧
面
に
関
連
図
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
設

置
し
な
い
Ａ
案
で
は
、
建

設
候
補
地
の
南
側
に
焼
却

施
設
を
配
置
し
、
東
西
方

向
の
処
理
の
流
れ
（
煙
突

は
東
側
）に
配
置
。リ
サ
イ

ク
ル
施
設
を
設
置
す
る
Ｂ

案
で
は
、
建
設
候
補
地
の

南
側
に
焼
却
施
設
、
北
側

に
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
配

置
し
両
施
設
と
も
に
東
西

方
向
の
処
理
の
流
れ
（
煙

突
は
東
側
）
に
配
置
す
る

と
し
、
景
観
に
つ
い
て
評

価
し
た
。
結
果
、
ど
ち
ら

の
案
も
眺
望
景
観
が
変
化

し
、
圧
迫
感
を
受
け
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

地
点
が
存
在
す
る
が
、
周

辺
環
境
や
土
地
利
用
と
の

調
和
を
図
り
景
観
の
保
全

等
に
配
慮
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
重
大
な
環
境
影
響

は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
煙
突
高
さ
に
つ

い
て
は
圧
迫
感
を
受
け
る

よ
う
に
な
る
地
点
が
あ

り
、
山
の
稜
線
を
越
え
る

場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
高

さ
を
決
定
す
る
際
は
、
対

象
事
業
実
施
想
定
区
域
が

薬
師
寺
や
唐
招
提
寺
が
位

置
す
る
西
ノ
京
エ
リ
ア
に

当選が決まり万歳する平井氏（中央）（16日、同町元町の選挙事務所）当選が決まり万歳する平井氏（中央）（16日、同町元町の選挙事務所）

王
寺
町
長
選 和和（やわらぎ）（やわらぎ）のふるさとづくりのふるさとづくり

平井氏が無投票３選平井氏が無投票３選

　

任
期
満
了
に
伴
う
王
寺

町
長
選
は
16
日
に
告
示
さ

れ
、
現
職
の
平
井
康
之
氏

（
68
）＝
無
所
属
＝
の
ほ
か
に

立
候
補
が
な
く
、
届
け
出

が
締
め
切
ら
れ
た
午
後
５

時
に
当
選
が
決
ま
り
、
無

投
票
３
選
を
果
た
し
た
。

　

同
町
元
町
の
選
挙
事
務

所
前
で
午
後
５
時
15
分
か

ら
当
選
報
告
会
を
開
き
、

駆
け
付
け
た
首
長
や
議

員
、
多
数
の
支
持
者
ら
と

共
に
万
歳
三
唱
し
喜
び
を

分
か
ち
合
っ
た
。

　

平
井
氏
は
無
投
票
に
つ

い
て
「
一
定
の
評
価
、
及

第
点
を
頂
い
た
の
で
は
と

捉
え
て
い
る
」
と
述
べ
、

「
令
和
４
年
開
校
を
目
指

す
義
務
教
育
学
校
２
校
の

整
備
推
進
や
王
寺
駅
周
辺

の
整
備
な
ど
、
町
の
皆
様

と
協
働
し
安
心
で
美
し

く
、
活
気
に
満
ち
た
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
力
強

く
抱
負
を
述
べ
た
。（
西
浦
）

　

国
土
交
通
省
は
さ
き
ご

ろ
、
12
月
分
の
「
建
設
工

事
受
注
動
態
統
計
調
査
」

を
ま
と
め
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
業
者
所

在
都
道
府
県
別
受
注
高
で

奈
良
県
の
受
注
合
計
は
２

２
９
億
９
７
０
０
万
円
で

対
前
年
同
月
比
３
・
３
％

減
。
内
訳
は
元
請
受
注
高

が
１
４
４
億
５
９
０
０
万

円
で
11
・
３
％
減
（
う
ち

公
共
機
関
53
億
３
６
０
０

万
円
で
21
・
１
％
減
、
民

間
等
91
億
２
２
０
０
万
円

で
４
・
３
％
減
）、
下
請
受

注
高
が
85
億
３
８
０
０
万

円
で
14
・
３
％
増
と
な
っ
た
。

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
必

要
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

架
橋（
Ｐ
69
Ｒ
他
）下
部
工

事
」
は
清
川
組
が
３
億
１

２
０
万
円
で
落
札
し
た
。

入
札
情
報
は
④
面
掲
載
。

（昭和４１年１０月１８日第三種郵便物認可） （週３回刊・毎週火・木・土曜日発行）建 設 新 報
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一般県道助命下荻線伏拝工区道路改良工事（防災・安全交付金事業（道路改良）（国補正）他）

施工：株式会社広　成

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
90
ｍ
、重
力
式
擁
壁
工
Ｌ
＝
21
ｍ
、

場
所
打
水
路
工
Ｌ
＝
64
ｍ

施工：JFEエンジニアリング株式会社

一般国道25号（五月橋）橋梁上部工工事
・
鋼
下
路
式
ロ
ー
ゼ
桁
橋
Ｌ
＝
92
・
５
m

一般県道上笠間八幡名張線毛原工区道路改良工事（街渠工事）（防災・安全交付金事業（道路改良）（国補正）他）

施工：株式会社MAKOTO

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
64
ｍ
、
場
所
打
水
路
工
Ｌ
＝

７
ｍ
、
側
溝
工
Ｌ
＝
１
１
１
ｍ

主要地方道枚方大和郡山線中町工区（仮称）石木2号橋上部工事

一般国道369号電飾設置工事秋篠川取付擁壁工事

主要地方道笠置山添線邑地工区道路改良工事（補強土壁工事）

ザ・土木ＰＨＯＴＯ土木 特集事業 Vol. 4

安全・安心  良質な土木技術が築くインフラ
　奈良土木事務所管内エリアは、平野部には東大寺、興福寺など国宝・重要文化財がある
奈良公園周辺や西の京・山の辺周辺など、数多くの歴史的、文化的な資産が点在している。
また東部地域は豊かな自然が残された大和高原を有する地域である為、市街地と東部山
間地域の実情など地域の特性や課題に応じた社会資本整備が重要である。道路事業では
主要地方道枚方大和郡山線（中町工区）の橋梁「砂茶屋橋」を含む延長２２０㍍区間が
３月２１日開通する。中町工区は、清滝生駒道路と大和中央道を結ぶ枚方大和郡山線で
２車線のまま残された最後の区間。交通渋滞の緩和・交通安全性の向上と救命救急活動
の支援及び救急輸送道路ネットワークの機能強化を目的に平成２４年に都市計画決定し
た。また、一般県道助命下荻線（伏拝工区）５９０㍍も3月１６日開通する運びとなった。
さらに、一般県道上笠間八幡名張線（毛原工区）の部分供用を近く予定。国道２５号五
月橋では橋梁架け替えを完了したことから供用間近となっている。その他、国道３６９号
（大保道路）、天理環状線（九条バイパス）などの整備を促進する。河川事業では、秋篠川、
佐保川、布留川南流などの河川改修を含め、地域の安全・安心を支える県土強靭化に向
けた各事業を進めていく方針。ここに紹介する写真は、今年度の主要事業である。

豊 か で 住 み よ い 奈 良 の 実 現

供

用

予

定

箇

所

供用予定
年度 路 線 名 箇 所 名 事業延長

（ｍ）
供用済延長

（ｍ）
供用予定延長

（ｍ）

R1 主要地方道
枚方大和郡山線

中町工区
奈良市中町 1,600 0 220

（部分供用）

期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】
4車線整備により、慢性的な渋滞を緩和するとともに、砂茶屋橋東詰交差点の安全な通行を確保します。

R1 一般県道
助命下荻線

伏拝工区
山辺郡山添村伏拝 960 370 590

（完成供用）
期待される効果：伏拝地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R1 一般県道
上笠間八幡名張線

毛原工区
山辺郡山添村毛原 1,170 400 290

（部分供用）
期待される効果：毛原地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 主要地方道
笠置山添線

邑地工区
奈良市邑地町 450 220 230

（完成供用）
期待される効果：邑地地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 一般県道
山添桔梗が丘線

広瀬工区
山辺郡山添村吉田 630 0 110

（部分供用）
期待される効果：吉田地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 一般県道
笠天理線

下仁興工区
天理市下仁興町 800 400 160

（部分供用）
期待される効果：下仁興地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R3 国道369号 大保道路
奈良市大保町 1,600 0 400

（部分供用）
期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】
大保地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

※�供用予定年度は、標準的な工程を想定した場合の目安であり、今後の予算の状況や施工上の条件変化等に
より変更が生じる場合があります。

枚方大和郡山線（中町工区）3月21日開通

助命下荻線（伏拝工区）3月16日供用開始
完成供用間近！上笠間八幡名張線など

中
町
工
区
の
開
通
に
よ
り
、
砂
茶
屋
橋
（
東

詰
・
西
詰
）
交
差
点
の
集
約
化
が
行
わ
れ
、
渋

滞
緩
和
や
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

能
強
化
、
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

事
業
区
間
：
奈
良
市
中
町
～
奈
良
市
石
木
町

事
業
着
手
：
平
成
24
年
度

事
業
延
長
：
Ｌ
＝
１
６
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
（
今
回
開
通
区
間
Ｌ
＝
２
２
０
ｍ
）

幅
　
　
員
：
Ｗ
＝
22
・
０
ｍ
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一般県道大又小川線 法面工事

施工：株式会社上田工業

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
67
m
、吹
付
法
枠
工
Ａ
＝
１
６
５

㎡
、鉄
筋
挿
入
工
Ｎ
＝
50
本
、落
石
防
護
柵
工
Ｌ

＝
67
m

  

北側からの地下バイパス河川イメージ 

 

　
奈
良
県
施
工
区
間
の
発
進
立
坑
作
業
基
地

は
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
一
部
を
利

用
し
ま
す
。地
下
バ
イ
パ
ス
河
川
は
直
径
1
・

2
ｍ
の
管
を
1
／
3
5
5
の
縦
断
勾
配
で
設

置
し
ま
す
。地
上
か
ら
地
下
バ
イ
パ
ス
河
川
ま

で
の
深
さ
は
5
・
6
ｍ
〜
25
・
6
ｍ
と
な
り
、

長
距
離
の
推
進
工
法
で
工
事
を
行
い
ま
す
。地

下
の
岩
の
圧
縮
強
度
が
１
４
５
M
N
／
㎡（
標

準
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
24
Ｍ
Ｎ

／
㎡
の
約
6
倍
）と
大
き
い
た
め
、
そ
の
強
度

に
対
応
可
能
で
推
進
機
の
先
端
ビ
ッ
ト
を
交

換
可
能
な
C
M
T
工
法（
複
合
推
進
工
法
）を

採
用
し
ま
す
。掘
削
土
砂
は
坑
外
で
処
理
土
と

泥
水
に
分
離
し
、
処
理
土
は
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬

処
理
、泥
水
は
再
利
用
し
ま
す
。 

豊かで住みよい奈良の実現

施工：鳳隆建設株式会社

主要地方道榛原菟田野御杖線 歩道整備工事
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
1
8
6
m
、掘
削
工
Ｖ
＝
２
万

５
２
０
０
㎥ 
、植
生
基
材
吹
付
工
Ａ
＝
６
３
２

０
㎡ 

施工：株式会社岡野土木建材

主要地方道吉野東吉野線 道路改良工事（法面工事）
・
工
事
延
長
Ｌ
=
75
m
、鉄
筋
挿
入
工
Ｎ
=
1
7
5

本
、モ
ル
タ
ル
吹
付
工
A
=
2
0
8
㎡
、植
生
工

A
=
1
7
0
㎡

室生川 護岸復旧工事

施工：株式会社ハクリュウ

・
工
事
延
長
Ｌ
=
1
0
0
・
2
m
、場
所
打
杭
工

N
=
54
本
、ア
ン
カ
ー
工
N
=
27
本
、ブ
ロ
ッ
ク

積
工
A
=
4
0
1
㎡ 
、か
ご
枠
工
Ｌ
＝
５
４
６

m

ザザ・・土土木木ＰＰＨＨＯＯＴＴＯＯ土土木木 特特集集事事業業 Vol. 1

　宇陀土木事務所管内は、宇陀市をはじめ曽爾村、御杖村、東吉野村の１市３村か
らなる約５０６㎢を管轄しており、道路は２４路線、延長約２６２㎞、河川は７０河川、
約２１３㎞を管理している。地形的には、標高３５０ｍから５００ｍの高原状の地形で
あり、オオサンショウウオが生息する河川、曽爾村の奇岩群を有するなど自然豊かな
地域である。宇陀土木事務所では、頻繁に訪れてもらう地域になる、住み続けられる
地域になることをテーマに掲げている県の南部・東部の「振興基本計画」に基づき、
地域性を活かした賑わいのある快適で安全で安心して暮らせるまちづくりを目指し
インフラ整備を進めている。主な事業として、道路事業では、一般国道３６９号（香酔
峠）、吉野東吉野線（鷲家）、吉野室生寺針線（田口元上田口）、大又小川線（三尾）
等で道路改良事業。吉野東吉野線（中黒）、大又小川線（小）、赤目掛線（今井）など
で災害防除事業。榛原菟田野御杖線などで歩道整備、一般国道１６６号などで橋梁
補修事業。河川・砂防事業では、町並川の河川改修事業、小田谷の砂防事業、そのほ
か室生川や四郷川の災害復旧事業等を実施している。吉野東吉野線（小川～鷲家工
区）は、3月中旬頃に部分供用を予定する。また、同工区の令和3年度供用予定箇所に
ついては6月頃に完成を予定する。一般県道大又小川線三尾工区は9月頃の完成を
目指し事業が進んでいる。ここに紹介する写真は、今年度の主要事業である。

施工：鳳隆建設株式会社

町並川 地下バイパス河川工事（推進工事）
・
工
事
延
長
Ｌ
=
1
2
3
m
、推
進
工（
φ
１
２
０

０
）Ｌ
=
1
0
8
m
、立
坑
工（
掘
削
・
埋
戻
）

N
=
1
ヵ
所
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一般県道大又小川線 永昌橋 上部工事

施工：株式会社丸島アクアシステム

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
45
m
、橋
梁
上
部
工（
鋼
単
純
非

合
成
箱
桁
橋
）Ｌ
＝
33
・
5
m

主要地方道吉野室生寺針線 道路改良工事（大型ブロック積工）

施工：株式会社ハクリュウ

・
工
事
延
長
Ｌ
=
1
4
3
m
、大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
工

A
=
6
4
1
㎡ 
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｌ
型
擁
壁
工
Ｌ

=
1
0
0
m

一般国道１６６号 峠橋 補修・補強工事

施工：吉村建設株式会社

・
工
事
延
長
Ｌ
＝
36
m
、支
承
補
強
構
造
工
Ｎ
＝

1
式
、当
板
補
修
工
Ｎ
＝
1
式
、ひ
び
割
れ
補
修

工
Ｎ
＝
1
構
造
物
、伸
縮
装
置
補
修
工
Ｎ
＝
1

式

施工：鳳隆建設株式会社

一般国道３６９号 香酔峠工区 道路改良工事（法面工事）
・
工
事
延
長
Ｌ
＝
1
8
0
m
、
掘
削
工
V
＝
７

０
０
０
㎥ 
、
吹
付
法
枠
工
A
＝
2
7
2
㎡ 
、

鉄
筋
挿
入
工
Ｎ
＝
94
本
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
カ

ル
バ
ー
ト
工
Ｌ
＝
29
m

施工：株式会社米原組

一般県道赤目掛線 落石対策工事
・
工
事
延
長
L
＝
84
m
、落
石
防
護
柵
工
L
＝

84
m
、ロ
ー
プ
伏
工
A
＝
1
8
9
㎡ 

　平素より宇陀土木事務所が実施する事業に、ご理解とご協力を
賜り、厚くお礼申し上げます。
　2020年は、新型コロナウイルス感染症により、生活や経済活
動に大きな影響が生じる中、県民の皆様のご協力をいただきなが
ら、「住み続けられる地域づくり」を目指し、災害復旧はもちろ
んのこと、道路改良や河川改良など様々な事業に取り組んでまい
りました。
　おかげさまを持ちまして、主要地方道吉野室生寺針線（宇陀市

室生田口元上田口）の道路拡幅が昨年10月に、国道165号（宇陀市榛原萩原）の交差
点を昨年 8月に一部供用開始したところです。更に、歩道整備として国道 369号（宇
陀市榛原檜牧）が昨年10月に、主要地方道榛原菟田野御杖線（宇陀市榛原母里）が昨
年5月に事業区間の完成をいたしました。
　その他にも、一般国道 369号（香酔峠）における道路改良事業や一級河川町並川に
おける河川改良事業をはじめ、砂防・地すべり事業、舗装補修、歩道整備、災害防除、橋
梁補修など宇陀土木事務所管内において、さまざまな取り組みを実施しております。
　今後も管内の市村と一層の連携を図り、職員が一丸となって地域の発展に向けて取り
組んでまいりますので、引き続き地域のみなさまのご理解とご協力を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

宇陀土木事務所
〒633-2221　宇陀市菟田野松井486-1
（ 宇 陀 市 菟 田 野 地 域 事 務 所 内 ）

〈主要事業〉
■一般国道３６９号香酔峠工区道路改良工事
■一般国道１６６号峠橋補修・補強工事
■一般国道１６６号拾生工区法面工事
■一般国道１６５号舗装補修工事
■一般県道大又小川線永昌橋上部工事
■一般県道大又小川線法面工事
■一般県道赤目掛線落石対策工事
■主要地方道榛原菟田野御杖線歩道整備工事
■主要地方道吉野室生寺針線道路改良工事
■主要地方道吉野東吉野線道路改良工事
■主要地方道吉野東吉野線法面工事
■室生地区地すべり対策工事
■芳野川堆積土砂除去工事
■四郷川護岸復旧工事
■室生川護岸復旧工事
■町並川地下バイパス河川工事

県宇陀土木事務所

所長 能登　隆

「住み続けられる地域づくり」を目指して「住み続けられる地域づくり」を目指して 令和2年度

事業特集

室生地区 地すべり対策工事

施工：株式会社ハクリュウ

・
工
事
延
長
Ｌ
=
1
2
5
m
、鉄
筋
挿
入
工
Ｎ
=
97

本
、法
枠
工（
□
3
0
0
）Ａ
=
1
2
8
6
㎡ 
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《職種》編集・取材記者・カメラマン、PCによるデータ入力・管理

《資格》編集及び記者経験者、フリー記者経験者

　　　（シニア・シルバー、定年退職者、主婦(夫)の方も可）

　　　　　パソコン（Word・Excel）出来る方、普通自動車免許（AT可）

《給与・待遇》面接の上優遇　※時間応相談

《応募》 3月15日（月）までに電話連絡の上、履歴書をご持参下さい。

建設業界の専門情報紙

お問い合わせは

記者経験者・フリー記者募集記者経験者・フリー記者募集

記者経験者及び現役社会人並びにフリー記者を募集。

また、今春卒業生も同時募集。

建設業界の身近な出来事、ニュース、話題などを紙面に掲載するため、県内の

官公庁、企業、団体等の現場に出かけ、関係者に取材して原稿をまとめる事が

主な仕事。現場への直行直帰も可能で、ガソリン等の経費は会社が負担します。

橿原市新賀町201-2 NAKAGAWAビル３Ｆ
E-mail:info@shinpou-nara..co.jp
h t t p s : / / s h i n p o u - n a r a . c o m

（株）建設新報社

　奈良県唯一の建設専門情報紙として創業以来55年。建設新報社は建設業に関

わる企業の発展を願い、より早くより正確で価値のある情報を提供すべく挑戦を続

けています。今後より一層信頼され親しまれる情報の担い手を目指しています。

TEL0744-23-2507

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

川
上
村

　
　
（
２
月
17
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
土
倉
庄
三
郎
翁
生
誕

地
周
辺
整
備（
外
構
改
修
）

工
事
第
林
工
―
38
号
（
大

字
大
滝
）
＝
①
幸
成
建
設

②
２
１
１
万
８
０
０
０
円
。

野
迫
川
村

　
　
（
２
月
12
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
２
年
度
第
31
号

柞
原
地
区
排
水
施
設
工
事

（
大
字
柞
原
）
＝
①
ナ
ン

ワ
②
３
３
０
万
円
（
設
３

３
６
万
３
０
０
０
円
）。

　

▼
令
和
２
年
度
第
36
号

林
道
平
川
釜
落
線
村
単
舗

装
工
事
（
大
字
平
川
）
＝

①
福
田
建
設
②
３
８
５
万

８
０
０
０
円
（
設
４
４
３

万
５
０
０
０
円
）。

県
文
化
財
保
存

課
　
　
（
２
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
12
日
契

約
）

　

▼
重
要
文
化
財
旧
春
日

大
社
板
倉
（
円
窓
）
保
存

活
用
工
事
（
第
２
期
）
２

文
財
第
４
号
（
奈
良
市
春

日
野
町
１
６
０
番
地
１

〈
春
日
大
社
萬
葉
植
物
園

内
〉）
＝
①
瀧
川
寺
社
建

築
②
７
０
９
８
万
円
（
比

７
４
１
４
万
円
）
③
左
野

工
業
、
奥
井
建
設
④
重
要

文
化
財
旧
春
日
大
社
板
倉

（
円
窓
）
の
組
立
を
主
と

す
る
工
事
。
工
期
３
月
29

日
。県

学
校
支
援
課

　
　
（
２
月
５
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
12
日
契

約
）

　

▼
吉
野
学
園
・
大
淀
養

護
学
校
周
辺
地
盤
補
強
工

事
（
大
淀
町
下
渕
）
＝
①

キ
ク
ヨ
シ
②
４
９
０
万
２

０
０
０
円
（
比
５
６
１
万

５
０
０
０
円
）。

県
立
医
科
大
学

　
　
（
２
月
15
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
奈
良
県
立
医
科
大
学

現
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事

工
第
02
―
53
号
（
橿
原
市

四
条
町
８
４
０
番
地
）
＝

①
平
成
建
設
②
１
２
９
９

万
３
０
０
０
円
（
比
１
４

７
３
万
７
０
０
０
円
）
③

松
平
建
設
、
宮
下
興
業
、

松
村
組
④
３
月
31
日
。

香
芝
市

　
　
（
２
月
16
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
令
和
２
年
度
香
芝
市

ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業

に
係
る
造
成
工
事（
今
泉
・

平
野
）
＝
①
丸
重
建
設
②

８
６
３
８
万
円
（
予
８
９

９
８
万
２
０
０
０
円
）
③

鈴
川
建
設
、
森
本
建
設
、

福
井
組
、
葛
井
組
、
日
進

建
設
、
上
京
建
設
④
敷
地

造
成
工
１
万
９
０
０
０
立

方
㍍
、
排
水
施
設
整
備
１

５
７
・
８
㍍
、
法
面
整
形

工
１
９
１
０
平
方
㍍
、
法

面
土
留
工
１
式
、
仮
設
工

１
式
。
設
計
は
オ
リ
エ
ン

タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が

担
当
。
工
期
３
月
31
日
。

　

▼
香
芝
市
立
下
田
小
学

校
進
入
路
舗
装
工
事
（
東

側
）（
下
田
西
２
丁
目
４
０

１
番
地
１
）
＝
①
朝
日
道

路
②
66
万
８
０
０
０
円

（
予
89
万
７
０
０
０
円
）。

　
　
（
２
月
16
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
香
芝
市
立
小
学
校
給

食
室
空
調
設
備
設
置
工
事

（
そ
の
１
）（
五
位
堂
小
学

校
、
下
田
小
学
校
、
志
都

美
小
学
校
、鎌
田
小
学
校
）

＝
①
ラ
イ
テ
ッ
ク
②
７
８

３
万
円
（
予
１
２
４
４
万

３
０
０
０
円
）。

　

▼
香
芝
市
立
小
学
校
給

食
室
空
調
設
備
設
置
工
事

（
そ
の
２
）（
真
美
ヶ
丘
東

小
学
校
、
真
美
ヶ
丘
西
小

学
校
、
旭
ケ
丘
小
学
校
）

＝
①
ラ
イ
テ
ッ
ク
②
６
８

２
万
円
（
予
１
０
８
２
万

５
０
０
０
円
）。

葛
城
市

　
　
（
２
月
16
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
第
２
―
２
２
７
号
柿

本
・
姜
線
舗
装
改
修
工
事

（
薑
）
＝
①
ソ
レ
イ
ユ
②

２
９
７
万
５
０
０
０
円

（
予
３
４
２
万
９
０
０
０

円
）。

　

▼
第
２
―
２
２
８
号
葛

木
・
南
藤
井
線
舗
装
改
修

工
事
（
葛
木
・
南
藤
井
）

＝
①
三
容
建
設
②
３
２
９

万
１
０
０
０
円
（
予
３
７

９
万
５
０
０
０
円
）。

近
畿
地
方
整
備

局
奈
良
国
道
事

務
所

　
　
（
２
月
９
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
大
和
御
所
道
路
小
槻

高
架
橋
（
Ｐ
69
Ｒ
他
）
下

部
工
事（
橿
原
市
小
槻
町
）

＝
①
清
川
組
②
３
億
１
２

０
万
円
（
予
３
億
３
２
０

５
万
円
）
③
奥
村
組
土
木

興
業
、村
本
道
路（
辞
退
）、

キ
タ
ム
ラ
（
無
効
）、
中

和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
無
効
）、吉
田
組
、森
組
、

田
原
建
設
（
辞
退
）
④
鋼

製
橋
脚
工
１
式
、
構
造
物

撤
去
工
１
式
、
仮
設
工
１

式
。工
期
４
年
２
月
28
日
。

田
原
本
町

　
　
（
２
月
15
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
田
原
本
町
立
中
学
校

空
調
設
備
工
事
（
北
中
学

校
）（
大
字
鍵
71
番
地
）
＝

①
加
藤
電
気
設
備
②
２
４

１
３
万
４
０
０
０
円
（
予

２
６
４
９
万
９
０
０
０

円
）③
三
応
電
気
工
業（
辞

退
）、
藤
波
設
備
、
マ
ヤ

電
設
、
山
田
電
工
社
（
辞

退
）、
大
和
電
機
工
業
、

渡
辺
電
気
工
事
。

　

▼
田
原
本
町
立
中
学
校

空
調
設
備
工
事
（
田
原
本

中
学
校
）（
田
原
本
町
33
番

地
）
＝
①
渡
辺
電
気
工
事

②
２
１
２
０
万
６
０
０
０

円
（
予
２
３
３
０
万
２
０

０
０
円
）
③
前
同
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
幹
線
街
路
整

備
事
務
所

　
　
（
１
月
14
日
・
指
名

競
争
入
札
、
１
月
15
日
契

約
）

　

▼
（
都
）
西
九
条
佐
保

線
大
安
寺
西
三
丁
目
地
区

用
地
調
査
点
検
等
技
術
業

務
委
託
そ
の
１（（
仮
称
）

奈
良
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
補
助

街
路
事
業（
都
づ
く
り
））

８
―
２
―
Ａ
Ｇ
２
―
用
委

―
11
号
（
奈
良
市
大
安
寺

西
三
丁
目
）
＝
①
Ｋ
Ｃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
②
80
万
円

（
比
83
万
円
）
③
三
和
綜

合
コ
ン
サ
ル
、
技
研
、
福

田
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
信
栄
補
償
設
計
④
３

月
26
日
。

宇
陀
市

　
　
（
２
月
17
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
第
02
―
Ｃ
０
５
３
号

総
合
運
動
場
屋
外
便
所
建

設
工
事
設
計
委
託
業
務

（
榛
原
萩
原
）
＝
①
坪
岡

建
築
事
務
所
②
２
７
２
万

７
０
０
０
円
（
予
３
５
７

万
円
）③
礎
建
築
事
務
所
、

京
成
設
計
、
は
い
ば
ら
ｄ

ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
、北
和
設
計
、

岩
岸
設
計
、
小
西
建
築
事

務
所
。

都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社

　
　
（
２
月
17
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
02
―
平
城
第
二
外
６

団
地
屋
外
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
そ

の
他
工
事
他
４
工
事
設
計

（
奈
良
市
右
京
２
丁
目
１

番
地
の
２
他
）
＝
①
Ｕ
Ｒ

リ
ン
ケ
ー
ジ
②
６
３
５
万

円
（
予
６
９
２
万
３
０
０

０
円
）
③
ユ
ニ
バ
ア
サ
ル

設
計
（
辞
退
）、水
工
社
、

建
綜
研
、旭
設
備
計
画（
辞

退
）、
ト
リ
設
備
計
画
、

三
省
設
備
設
計
事
務
所
、

苑
咲
設
計
（
辞
退
）、
潮

設
備
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）、
ア
ス
ト
設
備
研

究
所
（
辞
退
）
④
11
月
30

日
。田

原
本
町

　
　
（
２
月
15
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
田
原
本
町
立
中
学
校

空
調
設
備
工
事
監
理
委
託

業
務
（
田
原
本
町
33
番
地

他
１
）
＝
①
京
成
設
計
②

１
３
０
万
１
０
０
０
円

（
予
１
７
０
万
円
）
③
北

和
設
計
、
福
井
建
築
設
計

事
務
所
（
辞
退
）、
都
市

企
画
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、プ
ラ
ス
設
計（
辞
退
）、

桝
谷
設
計
（
辞
退
）、
中

和
設
計
（
辞
退
）、
ワ
ー

ル
ド
設
計
（
辞
退
）、
う

え
む
ら
建
築
相
談
所
（
辞

退
）、
吉
本
建
築
設
計
事

務
所
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
奈
良
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
２
月
18
日

公
告
）

　

▽
一
般
国
道
３
６
９
号

歩
道
新
設
工
事
（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
（
道
路

環
境
整
備
））
第
３
―
Ａ

01
―
４
３
５
―
１
号
（
奈

良
市
都
祁
吐
山
町
）
＝
①

入
札
書
及
び
入
札
金
額
の

内
訳
書
の
提
出
３
月
10
日

ま
で
②
３
月
11
日
③
土
木

工
事
業
の
特
定
建
設
業
許

可
。
土
木
１
式
の
登
録
。

Ｂ
等
級
。
建
設
業
法
に
基

づ
く
「
土
木
工
事
業
」
の

許
可
を
受
け
て
い
る
本
店

が
県
奈
良
土
木
事
務
所
管

内
に
あ
り
、
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
を

有
す
る
こ
と
―
な
ど
④
工

事
延
長
２
４
３
㍍
、
街
渠

工
１
０
４
㍍
、
街
渠
桝
工

７
ヵ
所
。
設
計
は
阪
神
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
が
担
当
。

工
期
７
月
30
日
⑤
予
２
３

９
６
万
６
８
０
０
円
込
、

低
２
１
０
８
万
４
０
０
円

込
。県

吉
野
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
２
月
18
日

公
告
）

　

▽
九
尾
谷
他
工
事
用
進

入
路
設
置
工
事
（
緊
急
自

然
災
害
防
止
事
業
（
砂

防
）（
南
部
・
東
部
）（
長
寿

命
化
））
第
６
０
１
―
14

―
１
他
号
（
天
川
村
九
尾

他
）
＝
①
入
札
書
及
び
入

札
金
額
の
内
訳
書
の
提
出

３
月
４
日
ま
で
②
３
月
５

日
③
土
木
工
事
業
の
一
般

建
設
業
許
可
ま
た
は
特
定

建
設
業
許
可
。
土
木
１
式

の
登
録
。
Ｃ
等
級
。
建
設

業
法
に
基
づ
く
「
土
木
工

事
業
」
の
許
可
を
受
け
て

い
る
本
店
が
県
吉
野
土
木

事
務
所
管
内
に
あ
り
、
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
入
札
公
告
参
照
⑤

予
５
７
０
万
２
０
０
円

込
、
低
４
９
３
万
２
０
０

円
込
。

県
立
医
科
大
学
（
一

般
競
争
入
札
〈
投
函

ま
た
は
郵
便
入
札
〉

２
月
18
日
公
告
）

　

▽
奈
良
県
立
医
科
大
学

耐
震
応
急
対
応
工
事
（
Ａ

病
棟（
高
層
棟
）・
医
局
棟
・

本
館
旧
館
）
工
第
02
―
56

号
（
橿
原
市
四
条
町
８
４

０
番
地
）
＝
①
入
札
参
加

資
格
の
確
認
申
請
２
月
26

日
ま
で
（
入
札
書
・
見
積

根
拠
資
料
の
提
出
３
月
12

日
10
時
ま
で
）
②
３
月
12

日
③
建
築
工
事
業
の
特
定

建
設
業
許
可
。
建
築
１
式

の
登
録
。
Ａ
等
級
。
建
設

業
法
に
基
づ
く
「
建
築
工

事
業
」
の
許
可
を
受
け
て

い
る
本
店
が
県
内
に
あ

り
、
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
。
建
築
１
式
工
事
の

総
合
評
定
値
が
１
０
０
０

点
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と

―
な
ど
④
耐
震
応
急
対
応

工
事
（
建
築
工
事
、
電
気

設
備
工
事
、
機
械
設
備
工

事
１
式
）。
設
計
は
内
藤

建
築
事
務
所
が
担
当
。
工

期
11
月
30
日
⑤
予
９
１
８

７
万
２
０
０
０
円
込
、
低

８
２
８
０
万
３
６
０
０
円

込
。大

和
郡
山
市
（
条
件

付
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

16
日
公
告
）

　

▽
配
水
管
布
設
替
工
事

九
条
町
（
第
３
工
区
）（
九

条
町
）
＝
①
入
札
書
の
提

出
期
限
３
月
２
日
②
３
月

３
日
③
管
（
１
年
以
上
、

継
続
し
て
登
録
）。
Ｂ
、

Ｃ
等
級
―
な
ど
④
工
事
延

長
Ｌ
４
２
０
㍍
、
仮
設
工

１
式
、
Ｇ
Ｘ
―
Ｄ
Ｉ
Ｐ
管

布
設
φ
１
５
０
㍉
Ｌ
95

㍍
、
Ｐ
Ｅ
管
布
設
（
φ
１

０
０
㍉
Ｌ
90
㍍
、
φ
75
㍉

Ｌ
１
４
９
㍍
、
φ
50
㍉
Ｌ

86
㍍
）、
ド
レ
ン
管
布
設

１
ヵ
所
、
引
込
管
布
設
40

ヵ
所
、
既
設
管
撤
去
Ｄ
Ｉ

Ｐ
１
式
。
工
期
６
月
30
日

⑤
予
２
８
３
７
万
４
５
０

０
円
込
、
低
２
５
０
４
万

９
２
０
０
円
込
。

　

▽
舗
装
本
復
旧
工
事
九

条
町（
第
１
工
区
）（
前
同
）

＝
①
申
請
書
及
び
資
料
等

の
提
出
２
月
26
日
ま
で

（
入
札
書
の
提
出
期
限
３

月
９
日
）
②
３
月
10
日
③

特
定
建
設
業
・
舗
装
（
１

年
以
上
、
継
続
し
て
登

録
）。
市
内
に
本
店
を
有

す
る
者
は
舗
装
Ａ
等
級
の

格
付
け
を
受
け
て
い
る
こ

と
。
市
内
に
本
店
ま
た
は

営
業
所
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
入
札
公
告
参
照
⑤

予
１
２
６
３
万
２
４
０
０

円
込
、
低
１
０
９
９
万
２

３
０
０
円
込
。

　

▽
舗
装
本
復
旧
工
事
小

南
町
（
第
１
工
区
）（
小
南

町
）
＝
①
前
同
②
前
同
③

特
定
建
設
業
・
舗
装
（
１

年
以
上
、
継
続
し
て
登

録
）。
市
内
に
本
店
を
有

す
る
者
は
舗
装
Ａ
等
級
の

格
付
け
を
う
け
て
い
る
こ

と
。
市
内
に
本
店
ま
た
は

営
業
所
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
入
札
公
告
参
照
⑤

予
１
４
２
３
万
４
０
０
０

円
込
、
低
１
２
３
９
万
８

１
０
０
円
込
。

近
畿
財
務
局
奈
良
財

務
事
務
所
（
一
般
競

争
入
札〈
電
子
入
札
〉

２
月
18
日
公
告
）

　

▽
令
和
３
年
度
合
同
宿

舎
単
価
契
約
修
繕
工
事

（
建
築
等
一
式
奈
良
県

下
）（
奈
良
市
高
畑
町
１
８

４
、
奈
良
市
高
畑
町
６
２

４
―
１
、
奈
良
市
西
笹
鉾

町
42
―
６
、
橿
原
市
木
原

町
31
―
８
）
＝
①
入
札
参

加
申
込
３
月
３
日
ま
で

（
入
札
書
の
提
出
期
間
３

月
12
日
〜
15
日
）
②
３
月

16
日
③
財
務
省
近
畿
地
区

競
争
参
加
資
格
審
査
に
お

い
て
、
建
築
１
式
工
事
の

登
録
を
有
し
、
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
等
級
。
建
設
業
法
の
許

可
業
種
に
係
る
、直
接
的
、

か
つ
恒
常
的
な
雇
用
関
係

の
あ
る
監
理
技
術
者
ま
た

は
主
任
技
術
者
を
工
事
現

場
に
専
任
で
配
置
す
る
こ

と
―
な
ど
④
合
同
宿
舎
に

お
け
る
定
型
修
繕
。
工
期

４
年
３
月
31
日
。

　

▽
令
和
３
年
度
合
同
宿

舎
単
価
契
約
修
繕
工
事

（
給
排
水
等
一
式
奈
良
県

下
）（
前
同
）
＝
①
前
同
②

前
同
③
財
務
省
近
畿
地
区

競
争
参
加
資
格
審
査
に
お

い
て
、
管
工
事
の
登
録
を

有
し
、Ｂ
ま
た
は
Ｃ
等
級
。

建
設
業
法
の
許
可
業
種
に

係
る
、
直
接
的
、
か
つ
恒

常
的
な
雇
用
関
係
の
あ
る

監
理
技
術
者
ま
た
は
主
任

技
術
者
を
工
事
現
場
に
専

任
で
配
置
す
る
こ
と
―
な

ど
④
前
同
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学
（
一
般

競
争
入
札
２
月
18
日

公
告
）

　

▽
奈
良
先
端
大
生
駒
団

地
保
全
業
務
（
生
駒
市
高

山
町
８
９
１
６
番
地
の

５
、
８
９
１
６
番
地
の
14

及
び
８
９
１
６
番
地
の
19
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〈
奈
良
先
端
科
学
技
術
大

学
院
大
学
構
内
〉）
＝
①

競
争
参
加
資
格
等
を
証
明

す
る
書
類
の
提
出
期
限
３

月
１
日
正
午
②
３
月
12
日

③
文
部
科
学
省
競
争
参
加

資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

に
お
い
て
近
畿
地
域
の
役

務
の
提
供
等
の
Ａ
、
Ｂ
ま

た
は
Ｃ
の
等
級
に
格
付
け

さ
れ
て
い
る
者
―
な
ど
④

委
託
期
間
６
年
３
月
31
日
。

宮
内
庁
京
都
事
務
所

（
参
加
者
の
有
無
を

確
認
す
る
公
募
手
続

き
に
係
る
参
加
意
思

確
認
書
の
提
出
２
月

18
日
公
示
）

　

▽
正
倉
院
電
気
設
備
中

央
監
視
装
置
保
守
業
務

（
奈
良
市
雑
司
町
〈
正
倉

院
内
〉）
＝
①
参
加
意
思

確
認
書
等
の
提
出
期
限
３

月
８
日
③
内
閣
府
競
争
参

加
資
格
（
全
省
庁
統
一
資

格
）
役
務
の
提
供
等
（
建

物
管
理
等
各
種
保
守
管

理
）
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
の
等
級
に
格
付
け
さ

れ
、
近
畿
地
域
の
競
争
参

加
資
格
を
有
す
る
者
で
あ

り
、
か
つ
当
庁
に
お
け
る

指
名
停
止
期
間
中
で
な
い

こ
と
―
な
ど
④
宝
庫
を
含

む
正
倉
院
構
内
電
気
設
備

を
円
滑
に
運
用
す
る
た
め

の
中
央
監
視
装
置
を
保
守

点
検
す
る
業
務
で
あ
り
、

併
せ
て
電
気
の
使
用
状

況
、
使
用
量
、
各
機
器
状

況（
宝
庫
機
器
故
障
な
ど
）

の
監
視
装
置
保
守
。
委
託

期
間
４
年
３
月
31
日
⑤
正

倉
院
構
内
に
設
置
さ
れ
、

既
に
運
用
し
て
い
る
電
気

設
備
中
央
監
視
装
置
の
保

守
点
検
を
行
う
も
の
で
、

こ
の
業
務
を
行
う
に
あ
た

っ
て
は
、
同
装
置
を
充
分

に
熟
知
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
、
併
せ
て
故
障
等
が

発
生
し
た
場
合
に
は
敏
速

に
対
応
が
行
え
る
こ
と
が

必
要
。
東
芝
製
電
気
設
備

中
央
監
視
装
置
を
納
入

し
、
併
せ
て
、
こ
れ
ら
機

器
を
円
滑
に
運
用
で
き
る

た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ー

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
特

定
事
業
者
を
契
約
の
相
手

方
と
す
る
契
約
手
続
き
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る

が
、
当
該
特
定
事
業
者
以

外
の
者
で
、
応
募
要
件
を

満
た
し
、
本
業
務
の
実
施

を
希
望
す
る
者
の
有
無
を

確
認
す
る
目
的
で
、
参
加

意
思
確
認
書
の
提
出
を
招

請
す
る
公
募
を
実
施
。
応

募
要
件
を
満
た
す
と
認
め

ら
れ
る
者
が
い
な
い
場
合

に
あ
っ
て
は
、
特
定
事
業

者
と
の
契
約
手
続
き
に
移

行
。
応
募
要
件
を
満
た
す

と
認
め
ら
れ
る
者
が
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
定

事
業
者
と
当
該
応
募
者
と

の
競
争
入
札
に
移
行
。

　

▽
正
倉
院
東
西
宝
庫
ほ

か
空
調
及
び
衛
生
設
備
保

守
業
務
（
前
同
）
＝
①
前

同
③
前
同
④
正
倉
院
東
西

宝
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る

奈
良
時
代
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
宝
物
を
最
良
の

状
態
に
保
つ
た
め
の
設
備

の
保
守
点
検
を
行
う
業
務

で
あ
り
、
併
せ
て
同
一
シ

ス
テ
ム
で
管
理
を
行
う
正

倉
院
事
務
所
の
空
調
設
備

及
び
衛
生
設
備
の
保
守
。

委
託
期
間
前
同
⑤
正
倉
院

東
西
宝
庫
及
び
正
倉
院
事

務
所
内
に
設
置
さ
れ
、
既

に
運
用
し
て
い
る
空
調
設

備
及
び
衛
生
設
備
の
保
守

点
検
を
行
う
も
の
で
、
こ

の
業
務
を
行
う
に
あ
た
っ

て
は
、
同
設
備
を
充
分
に

熟
知
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
、
併
せ
て
故
障
等
が
発

生
し
た
場
合
に
は
敏
速
に

対
応
が
行
え
る
こ
と
が
必

要
。
同
設
備
を
導
入
し
、

併
せ
て
、
こ
れ
ら
機
器
を

円
滑
に
運
用
で
き
る
た
め

の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ー
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
特
定
事

業
者
を
契
約
の
相
手
方
と

す
る
契
約
手
続
き
を
行
う

予
定
と
し
て
い
る
が
、
当

該
特
定
事
業
者
以
外
の
者

で
、応
募
要
件
を
満
た
し
、

本
業
務
の
実
施
を
希
望
す

る
者
の
有
無
を
確
認
す
る

目
的
で
、
参
加
意
思
確
認

書
の
提
出
を
招
請
す
る
公

募
を
実
施
。
応
募
要
件
を

満
た
す
と
認
め
ら
れ
る
者

が
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て

は
、
特
定
事
業
者
と
の
契

約
手
続
き
に
移
行
。
応
募

要
件
を
満
た
す
と
認
め
ら

れ
る
者
が
い
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
特
定
事
業
者
と

当
該
応
募
者
と
の
競
争
入

札
に
移
行
。

　

▽
電
子
顕
微
鏡
装
置
保

守
業
務
（
奈
良
市
雑
司
町

１
２
９
〈
宮
内
庁
正
倉
院

事
務
所
〉）
＝
①
前
同
③

内
閣
府
競
争
参
加
資
格

（
全
省
庁
統
一
資
格
）
役

務
の
提
供
等
の
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
の
等
級
に
格

付
け
さ
れ
、
近
畿
地
域
の

競
争
参
加
資
格
を
有
す
る

者
で
あ
り
、
か
つ
当
庁
に

お
け
る
指
名
停
止
期
間
中

で
な
い
こ
と
―
な
ど
④
正

倉
院
宝
物
の
工
芸
材
（
植

物
材
、
金
属
材
、
石
材
、

顔
料
等
）
の
材
質
調
査
及

び
元
素
分
析
調
査
に
使
用

す
る
電
子
顕
微
鏡
装
置
の

正
常
な
機
能
維
持
。
委
託

期
間
前
同
⑤
正
倉
院
事
務

所
に
設
置
さ
れ
、
既
に
運

用
し
て
い
る
電
子
顕
微
鏡

装
置
の
保
守
点
検
を
行
う

も
の
で
、
こ
の
業
務
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
、
同
装

置
を
充
分
に
熟
知
し
専
門

的
な
知
識
や
技
術
力
を
持

っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、

併
せ
て
故
障
等
が
発
生
し

た
場
合
に
は
敏
速
に
対
応

が
行
え
る
こ
と
が
必
要
。

技
術
的
要
件
等
を
兼
ね
備

え
て
い
る
特
定
事
業
者
を

契
約
の
相
手
方
と
す
る
契

約
手
続
き
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
が
、
当
該
特
定

事
業
者
以
外
の
者
で
、
応

募
要
件
を
満
た
し
、
本
業

務
の
実
施
を
希
望
す
る
者

の
有
無
を
確
認
す
る
目
的

で
、
参
加
意
思
確
認
書
の

提
出
を
招
請
す
る
公
募
を

実
施
。
応
募
要
件
を
満
た

す
と
認
め
ら
れ
る
者
が
い

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

特
定
事
業
者
と
の
契
約
手

続
き
に
移
行
。
応
募
要
件

を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る

者
が
い
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
特
定
事
業
者
と
当
該

応
募
者
と
の
競
争
入
札
に

移
行
。

　

▽
Ｘ
線
分
析
装
置
保
守

業
務
（
前
同
）
＝
①
前
同

③
前
同
④
正
倉
院
宝
物
の

無
機
材
料
（
金
属
、
石
、

顔
料
等
）
に
つ
い
て
、
化

学
組
成
及
び
結
晶
組
成
の

解
明
調
査
に
使
用
す
る
Ｘ

線
分
析
装
置
の
正
常
な
機

能
維
持
。
委
託
期
間
前
同

⑤
正
倉
院
事
務
所
に
設
置

さ
れ
、
既
に
運
用
し
て
い

る
Ｘ
線
分
析
装
置
の
保
守

点
検
を
行
う
も
の
で
、
こ

の
業
務
を
行
う
に
あ
た
っ

て
は
、
同
装
置
を
充
分
に

熟
知
し
専
門
的
な
知
識
や

技
術
力
を
持
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
、
併
せ
て
故
障

等
が
発
生
し
た
場
合
に
は

敏
速
に
対
応
が
行
え
る
こ

と
が
必
要
。
技
術
的
要
件

等
を
兼
ね
備
え
て
い
る
特

定
事
業
者
を
契
約
の
相
手

方
と
す
る
契
約
手
続
き
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る

が
、
当
該
特
定
事
業
者
以

外
の
者
で
、
応
募
要
件
を

満
た
し
、
本
業
務
の
実
施

を
希
望
す
る
者
の
有
無
を

確
認
す
る
目
的
で
、
参
加

意
思
確
認
書
の
提
出
を
招

請
す
る
公
募
を
実
施
。
応

募
要
件
を
満
た
す
と
認
め

ら
れ
る
者
が
い
な
い
場
合

に
あ
っ
て
は
、
特
定
事
業

者
と
の
契
約
手
続
き
に
移

行
。
応
募
要
件
を
満
た
す

と
認
め
ら
れ
る
者
が
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
定

事
業
者
と
当
該
応
募
者
と

の
競
争
入
札
に
移
行
。

奈
良
労
働
局
（
一
般

競
争
入
札
〈
最
低
価

格
落
札
方
式
〉〈
郵
便

入
札
〉
２
月
17
日
公

告
）

　

▽
令
和
３
年
度
奈
良
労

働
局
一
体
的
実
施
事
業
に

お
け
る
委
託
事
業
（
支
出

負
担
行
為
担
当
官
が
別
途

指
定
す
る
場
所
）
＝
①
競

争
参
加
資
格
確
認
関
係
書

類
等
の
提
出
期
限
３
月
11

日
（
入
札
書
の
提
出
期
限

３
月
12
日
14
時
）
②
３
月

12
日
③
厚
生
労
働
省
競
争

参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一

資
格
）
に
お
い
て
、
厚
生

労
働
省
大
臣
官
房
会
計
課

長
か
ら
役
務
の
提
供
等
に

お
い
て
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ
れ
、

近
畿
地
域
の
競
争
参
加
資

格
を
有
す
る
者
―
な
ど
④

一
体
的
実
施
事
業
に
お
け

る
委
託
事
業
は
、
奈
良
労

働
局
と
県
が
、
一
体
と
な

っ
て
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
雇
用
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
共
同

で
一
体
的
実
施
事
業
運
営

計
画
を
策
定
し
一
体
的
実

施
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
、
当
該
計
画
の
内
容
に

応
じ
て
、
事
業
効
果
を
よ

り
高
め
る
事
業
を
民
間
団

体
に
委
託
し
て
実
施
。
委

託
期
間
４
年
３
月
31
日
。

奈
良
地
方
法
務
局

（
一
般
競
争
入
札〈
電

子
入
札
〉
２
月
18
日

公
告
）

　

▽
奈
良
第
二
地
方
合
同

庁
舎
施
設
管
理
業
務
委
託

＝
①
入
札
書
の
提
出
期
限

３
月
10
日
②
３
月
11
日
③

法
務
省
競
争
参
加
資
格

（
全
省
庁
統
一
資
格
）
に

お
い
て
、
資
格
の
種
類
が

役
務
の
提
供
等
で
あ
っ

て
、
営
業
品
目
が
建
物
管

理
等
各
種
保
守
管
理
の
者

で
Ｄ
以
上
の
等
級
に
格
付

け
さ
れ
、
近
畿
地
域
の
競

争
参
加
資
格
を
有
す
る
。

警
備
業
法
第
４
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
安
委
員
会

の
認
定
を
受
け
た
者
。
国

際
標
準
化
機
構
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
の
規
格
を
取
得

し
て
い
る
者
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
の
品
質
管
理
体
制

を
有
す
る
者
―
な
ど
④
入

札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に

よ
る
。
委
託
期
間
４
年
３

月
31
日
。

近
畿
地
方
整
備
局
奈

良
国
道
事
務
所
（
総

合
評
価
落
札
方
式
簡

易
公
募
型
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

19
日
公
示
）

　

▽
京
奈
和
自
動
車
道
他

図
面
等
作
成
業
務
（
奈
良

市
）
＝
①
参
加
表
明
書
の

提
出
期
限
３
月
１
日
（
技

術
提
案
書
の
提
出
期
限
３

月
22
日
、
入
札
書
の
提
出

期
限
４
月
８
日
）
②
４
月

９
日
③
単
体
企
業
、
同
一

の
組
合
。
土
木
関
係
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に

係
る
一
般
競
争
（
指
名
競

争
）
参
加
資
格
の
認
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
―
な
ど

④
図
面
等
作
成
１
式
、
数

量
計
算
書
作
成
１
式
、
設

計
計
算
書
作
成
１
式
。
委

託
期
間
４
年
３
月
31
日
⑤

事
務
集
中
化
対
象
。
予
定

価
格
が
５
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合
は
技
術
提
案
の

履
行
確
実
性
評
価
試
行
。

　

▽
管
理
第
二
課
他
図
面

等
作
成
業
務
（
前
同
）
＝

①
前
同
②
前
同
③
前
同
④

前
同
⑤
前
同
。

大
淀
町
（
事
後
審
査

型
一
般
競
争
入
札

〈
郵
便
入
札
〉
２
月

22
日
公
告
）

　

▽
旧
町
立
大
淀
病
院
施

設
解
体
工
事
に
伴
う
監
理

業
務
第
２
―
総
委
―
２
号

（
下
渕
）
＝
①
入
札
参
加

表
明
書
の
提
出
３
月
９
日

ま
で
（
入
札
書
の
提
出
期

限
３
月
22
日
）
②
３
月
23

日
③
大
淀
町
入
札
参
加
資

格
者
名
簿
（
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）
に

お
い
て
、「
建
築
関
係
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

（
監
理
〈
建
築
〉）」、「
建

築
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
（
監
理
〈
電

気
〉）」
及
び
「
建
築
関
係

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
（
監
理
〈
機
械
〉）」
の

い
ず
れ
に
も
登
録
が
あ
る

者
。
県
内
に
本
店
ま
た
は

代
理
権
限
を
持
つ
営
業
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。
建
築
士
法
の
規
定
に

よ
る
一
級
建
築
士
事
務
所

の
登
録
を
行
っ
て
い
る
こ

と
。
第
三
者
監
理
と
す
る

た
め
当
該
工
事
の
設
計
業

務
（
旧
町
立
大
淀
病
院
施

設
解
体
工
事
に
か
か
る
設

計
業
務
第
１
―
総
委
１

号
）
を
受
注
し
た
者
で
な

い
こ
と
―
な
ど
④
旧
町
立

大
淀
病
院
施
設
解
体
工
事

に
伴
う
監
理
業
務
１
式
。

委
託
期
間
４
年
３
月
31
日

⑤
予
１
０
１
８
万
６
０
０

０
円
込
、
最
低
制
限
価
格

は
設
定
な
し
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
五
條
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
２
日
・
指
名

競
争
入
札〈
電
子
入
札
〉、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
８
号

新
天
辻
工
区
水
文
調
査
業

務
委
託
（
地
域
連
携
道
路

事
業
（
都
づ
く
り
））
１

―
４
―
委
31
号
（
五
條
市

西
吉
野
町
立
川
渡
〜
阪

巻
）
＝
委
託
期
間
４
年
３

月
31
日
。

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）（５） 2021年（令和３年）２月25日（木）

日 鉄 建 材 ㈱

左官工事一式
Ａ・Ｓ・Ｋグループ事業内容
・左官工事 ・ブロック工事
・外構工事 ・各リフォーム工事

奈良県知事許可（般－30）第１５６２８号 辻本鉄筋工業

橿 原 市 石 川 町 ４ ８ ８ － １
ＴＥＬ（０７４４）㉗６７１９
磯城郡田原本町味間７０－８
ＴＥＬ（０７４４）３０３１
ＦＡＸ（０７４４）８５２１

加工場
五 條 支 店

和歌山県知事許可（般―２9）第１２４８３号

㍿江頭塗装工業
㍿エガシラ塗装

建築・板金工事一式

三洋工業KK奈良県特約店

中辻正鈑金属興業㍿
代表取締役 中 辻 安 則

奈 良 市 南 京 終 町 １－７２
☎（０７４２）６２－０７６１㈹
ＦＡＸ（０７４２）６２－３６４６



スマホでも
　　…楽々

スマホは
こちら

The Construction News 

https://shinpou-nara.com

我
々
新
入
社
員
も

最
新
情
報
キャッチ
で

頑張るぞ！

我
々
新
入
社
員
も

最
新
情
報
キャッチ
で

頑張るぞ！
朝０時から読める
建設産業専門紙建設産業専門紙

多忙な営業マンも
多忙な読者のライフスタイルに合わせ、

営業先や休憩時間など
　いつでも、どこでも

幅広い情報を
　　　閲覧できます。

その日の情報は入札速報で
入札結果、公告、予報など、その日の情報は

入札速報に夕方6時にアップ。
　　　　 リアルタイムでテキスト表示で

　　　閲覧できます。

ＰＤＦの
デジタル版でも
パソコンで、発行当日の「建設新報」
の全紙面を朝０時に閲覧できます。
紙面、記事もお手持ちのプリンター
で印刷できます。

株式会社 建設新報社
〒634-0006 橿原市新賀町201-2 NAKAGAWAビル３Ｆ
https://shinpou-nara.com

　建設新報では、今年からデジタル版を導入、これまでの新聞に加えＰＣやスマホで、入札速報（公告・結果・予報）や奈良県の
建設行政など最新情報をデジタル紙面で読むことができます。また、「日刊速報版」は夕方6時にホームページにアップ。リアル
タイムで読むことができます。
　ご購読者の方は会員登録するとPDFのデジタル版やウェブでしか見れない独自情報も満載しています。未購読の方も会員登
録して割安で「建設新報デジタル版」の各種記事を読むことができます。お申し込みは、HPトップの「有料版お申し込み」にロ
グインしていただき各コースから選択してお申込み下さい。

建設業者も
一発検索

奈良県内の大臣・知
事許可の建設業者
約6000社の情報も
一発検索できます。
リンク先には、県及
び市町村の他、国
関係、独立法人や県
内の建設関係諸団
体(21団体）のＨＰに
アクセスできます。

プランは５タイプあり、６カ月または12
カ月単位でのご契約となります。本紙
・速報版のご購読者さまには、プラ
ス月500円のお得なサービスプランと
なっています。

選べる料金・プラン

A：本紙購読の方
B：速報購読の方
C：本紙・速報購読の方
D：ONLINE（本紙の方）
E：ONLINE（速報の方）

購読タイプ
料　　金

記
事
検
索

一
般
記
事

入
札
速
報

入
札
結
果

入
札
予
報

民
間
情
報

本
紙
P
D
F

建
設
業
者
検
索6ヵ月 12ヵ月

6,000円
9,000円
3,000円
36,000円
58,000円

10,000円
15,000円
5,000円
70,000円
115,000円

〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （６）2021年（令和３年）２月25日（木）建 設 新 報



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録（
無
料
）で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は

香芝市の令和 3年度一般会計・特別会計予算総括表

保存修理が予定されている興福寺五重塔保存修理が予定されている興福寺五重塔

国
宝
興
福
寺
五
重
塔
素
屋
根

国
宝
興
福
寺
五
重
塔
素
屋
根

文化財保存事務所
　

奈
良
県
文
化
・
教
育
・

く
ら
し
創
造
部
文
化
財
保

存
事
務
所
は
、
国
宝
興
福

伸
構
造
で
基
本
設
計

伸
構
造
で
基
本
設
計

奈
良
国
道

２月２６日まで参加受付２月２６日まで参加受付
十津川道路２期予備設計など十津川道路２期予備設計など

５
年
度
に
工
事
を
予
定

５
年
度
に
工
事
を
予
定

寺
五
重
塔
の
保
存
修
理
に

係
る
全
天
候
型
仮
設
足
場

を
建
設
す
る
た
め
の
素
屋

根
建
設
基
本
設
計
を
、
伸

構
造
事
務
所
に
委
託
し

た
。
工
事
は
令
和
５
年
度

を
予
定
し
て
い
る
。
担
当

は
事
業
係
（
電
話
０
７
４

２
―
２
７
―
９
８
６
５
）。

　

一
般
競
争
入
札
「
国
宝

興
福
寺
五
重
塔
素
屋
根
基

本
設
計
業
務
２
文
保
委
第

３
号
」
を
開
札
、
伸
構
造

事
務
所
が
落
札
し
た
。
業

務
場
所
は
奈
良
市
登
大
路

町
48
番
地
の
興
福
寺
境

内
。
業
務
概
要
は
国
宝
興

福
寺
五
重
塔
の
素
屋
根
の

基
本
設
計
。
委
託
期
間
３

月
29
日
。

　

敷
地
面
積
約
３
９
０
０

平
方
㍍
。
施
設
計
画
で
は

Ｓ
造
10
階
建
延
べ
面
積
約

９
２
２
３
平
方
㍍
（
登
桟

橋
と
資
材
搬
入
出
口
の
ほ

か
解
体
部
材
格
納
棚
を
内

部
に
設
け
る
。
設
備
は
照

明
設
備
・
電
気
コ
ン
セ
ン

ト
・
人
荷
用
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
・
ク
レ
ー
ン
・
吸
排
気

設
備
等
を
備
え
る
。
ま
た

建
築
作
業
場
と
動
線
を
分

離
し
た
管
理
通
路
を
併
設

す
る
）。

　

立
地
条
件
は
史
跡
興
福

寺
旧
境
内
で
あ
る
た
め
掘

削
を
伴
わ
な
い
基
礎
工
事

が
必
要
。
ま
た
、
当
該
地

は
観
光
目
的
の
来
訪
者
が

多
く
周
辺
道
路
の
通
行
量

も
多
い
。
建
設
に
当
た
っ

て
は
資
材
搬
入
計
画
や
組

立
工
法
等
に
お
い
て
通
行

者
へ
の
安
全
対
策
を
万
全

を
期
し
、
影
響
を
極
力
軽

減
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。

工
期
は
10
ヵ
月
以
内
が
必

須
条
件
。
ま
た
、
一
般
競

争
入
札
「
国
宝
興
福
寺
五

重
塔
地
質
調
査
業
務
２
文

保
委
第
４
号
」を
今
日（
２

月
25
日
）
に
開
札
し
て
委

託
す
る
。

　

近
畿
地
方
整
備
局
奈
良

国
道
事
務
所
は
、「
十
津

川
道
路
２
期
道
路
予
備
設

計
他
業
務
」
な
ど
簡
易
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
２
件

を
公
示
、
参
加
表
明
書
を

２
月
26
日
ま
で
、
技
術
提

案
書
を
３
月
26
日
ま
で
受

け
付
け
る
。

　

参
加
資
格
は
単
体
企

業
、
同
一
の
組
合
ま
た
は

同
一
の
設
計
共
同
体
で
、

近
畿
地
方
整
備
局
（
港
湾

空
港
関
係
を
除
く
）
に
お

け
る
令
和
３
・
４
年
度
一

般
競
争
（
指
名
競
争
）
参

加
資
格
の
定
期
受
付
の
受

付
期
間
中
に
お
い
て
希
望

業
種
を
土
木
関
係
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
と
し

て
申
請
し
て
い
る
こ
と
―

な
ど
。
申
込
先
及
び
交
付

場
所
は
奈
良
国
道
事
務
所

内
の
近
畿
地
方
整
備
局
総

務
部
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー

奈
良
・
三
重
分
室
（
電
話

０
７
４
２
―
８
８
―
７
８

３
０
）。
い
ず
れ
も
委
託

期
間
４
年
２
月
28
日
。

　
【
十
津
川
道
路
２
期
道

路
予
備
設
計
他
業
務
】

　

業
務
は
、
国
道
１
６
８

号
十
津
川
道
路
（
２
期
）

事
業
に
お
い
て
道
路
予
備

設
計
及
び
一
般
構
造
物
予

備
設
計
を
実
施
す
る
も
の
。

　

業
務
場
所
は
十
津
川

村
。
主
な
業
務
内
容
は
道

路
設
計
①
道
路
予
備
設
計

（
道
路
予
備
設
計
Ａ
５
・

６
㌔
㍍
）
②
平
面
交
差
点

設
計
（
平
面
交
差
点
予
備

設
計
２
ヵ
所
）
③
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
型
Ｉ
Ｃ
設
計
（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
型
Ｉ
Ｃ
予
備

設
計
１
ヵ
所
）
④
一
般
構

造
物
設
計
（
法
面
工
予
備

設
計
２
ヵ
所
）
⑤
協
議
資

料
作
成
１
式
。

　
【
渋
滞
要
因
調
査
分
析

業
務
】

　

業
務
は
、
奈
良
県
内
に

お
け
る
渋
滞
発
生
箇
所
に

つ
い
て
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
プ

ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
等
最
新
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析
を

行
い
、
直
轄
国
道
に
お
け

る
渋
滞
対
策
案
の
整
理
・

立
案
と
対
策
実
施
箇
所
の

効
果
検
証
を
行
う
。ま
た
、

奈
良
県
渋
滞
対
策
協
議
会

に
諮
る
た
め
の
説
明
資
料

を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　

業
務
場
所
は
奈
良
市
。

主
な
業
務
内
容
は
①
最
新

の
交
通
状
況
に
よ
る
渋
滞

要
因
分
析
１
式
②
渋
滞
対

策
案
の
整
理
１
式
３
渋
滞

対
策
図
面
作
成
１
式
④
速

効
対
策
の
効
果
検
証
１
式

⑤
奈
良
県
渋
滞
対
策
協
議

会
資
料
の
作
成
１
式
⑥
関

係
機
関
協
議
資
料
作
成
１

式
。

一
般
会
計

一
般
会
計
255255
・
１
億
円

・
１
億
円

３
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

３
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

香 芝 市
　

香
芝
市
の
令
和
３
年
度

当
初
予
算
案
は
総
額
４
４

９
億
３
３
６
３
万
円
で
対

前
年
度
比
０
・
２
％
減
。

内
訳
は
一
般
会
計
２
５
５

億
１
０
０
０
万
円
（
０
・

４
％
減
）、
特
別
会
計
１

３
１
億
８
９
７
０
万
円

（
０
・
２
％
増
）、
水
道
事

業
会
計
26
億
４
８
７
３
万

８
０
０
０
円
（
０
・
９
％

減
）、
下
水
道
事
業
会
計

35
億
８
５
１
９
万
２
０
０

０
円
（
０
・
７
％
増
）。

　

う
ち
投
資
的
経
費
は
22

億
９
８
３
１
万
円
（
14
・

５
％
減
）。
関
屋
小
学
校

中
規
模
改
修
設
計
、
香
芝

市
ス
ポ
ー
ツ
公
園
プ
ー
ル

施
設
の
基
本
設
計
、
畑
分

川
線
道
路
整
備
事
業
（
Ⅰ

工
区
）
橋
梁
部
工
事
な
ど

を
実
施
す
る
。
建
設
関
係

の
主
な
事
業（
▼
は
新
規
）

は
次
の
通
り（
単
位
千
円
）。

　
【
未
来
を
創
造
す
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
】

　

▼
民
間
学
童
保
育
所
整

備
事
業
（
１
４
５
、
２
６

６
）
＝
民
間
の
学
童
保
育

事
業
者
が
学
童
保
育
所
施

ス
ポ
ー
ツ
公
園
プ
ー
ル
施
設
の
基
本
設
計
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
公
園
プ
ー
ル
施
設
の
基
本
設
計
な
ど

設
を
拡
充
整
備
す
る
こ
と

に
関
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
。

　

▼
小
学
校
長
寿
命
化
改

良
・
大
規
模
改
造
・
改
築

事
業
（
22
、
０
０
０
）
＝

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
関
屋
小
学

校
の
中
規
模
改
修
工
事
に

係
る
設
計
を
実
施
す
る
。

　

▼
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど

も
園
施
設
整
備
事
業

（
84
、
５
７
８
）
＝
公
立

幼
稚
園
及
び
公
立
保
育
所

の
再
編
等
に
関
す
る
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
真
美
ヶ

丘
東
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど

も
園
化
改
修
工
事
を
実
施

す
る
。

　
【
健
康
で
自
分
ら
し
く

過
ご
せ
る
毎
日
の
た
め
に
】

　

▽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

中
規
模
修
繕
事
業
（
５
８

６
、
６
１
１
）
＝
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
長
寿
命
化
改
修
工
事

を
実
施
す
る
。

　

▼
健
康
か
し
ば
21
計
画

策
定
事
業（
１
、７
０
７
）

＝
第
２
次
健
康
か
し
ば
21

計
画
（
平
成
24
年
度
〜
令

和
３
年
度
）
の
計
画
期
間

が
終
了
と
な
る
た
め
、
第

３
次
健
康
か
し
ば
21
計
画

を
策
定
す
る
。

　
【
誰
も
が
等
し
く
、
生

涯
輝
き
続
け
る
た
め
に
】

　

▽
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
策
定
事
業
（
２
、
０
２

７
）
＝
第
２
次
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
（
平
成
29
年

度
〜
令
和
３
年
度
）
の
計

画
期
間
が
終
了
と
な
る
た

め
、
第
３
次
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。

　

▼
生
涯
学
習
推
進
基
本

計
画
策
定
事
業
（
１
、
７

９
６
）
＝
第
２
次
生
涯
学

習
推
進
基
本
計
画
（
平
成

27
年
度
〜
令
和
３
年
度
）

の
計
画
期
間
が
終
了
と
な

る
た
め
、
第
３
次
生
涯
学

習
推
進
基
本
計
画
を
策
定

す
る
。

　
【
ま
ち
の
活
力
と
魅
力

の
向
上
の
た
め
に
】

　

▽
企
業
立
地
推
進
事
業

（
３
、
８
１
３
）
＝
産
業

の
振
興
及
び
雇
用
機
会
の

拡
大
を
図
り
、
地
域
経
済

の
好
循
環
及
び
市
民
生
活

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
対
象
業
種

の
市
内
へ
の
企
業
立
地
に

関
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
。

　

▽
観
光
力
向
上
事
業

（
３
、
５
４
３
）
＝
ど
ん

づ
る
峯
の
景
観
整
備
や
他

の
自
治
体
と
の
連
携
に
よ

る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
及
び
観
光
発
信
力
の
向

上
を
図
る
。

　
【
ま
ち
と
人
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
】

　

▼
自
転
車
等
駐
車
場
照

明
器
具
更
新
事
業
（
５
、

８
０
０
）
＝
自
転
車
等
駐

車
場
の
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
計
画
的
に
実
施
し
、

光
熱
費
及
び
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
を
図
る
。

　

▽
流
域
貯
留
浸
透
事
業

（
20
、
０
０
０
）
＝
畑
地

区
（
上
ノ
池
・
新
池
）
の

た
め
池
治
水
対
策
の
工
事

を
実
施
す
る
。

　
【
自
然
と
調
和
し
た
快

適
で
便
利
な
暮
ら
し
の
た

め
に
】

　

▽
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
事
業（
32
、８
９
３
）

＝
香
芝
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
に
お
け
る
特
定

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
関
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
。

　

▽
香
芝
市
ス
ポ
ー
ツ
公

園
整
備
事
業
（
２
２
１
、

５
７
０
）
＝
プ
ー
ル
施
設

区
域
の
事
業
用
地
の
取
得

を
進
め
る
と
と
も
に
、
造

成
工
事
及
び
プ
ー
ル
施
設

の
基
本
設
計
を
実
施
す
る
。

　

▽
畑
分
川
線
道
路
整
備

事
業（
Ⅰ
工
区
）（
３
８
２
、

２
０
０
０
）
＝
市
北
部
に

お
い
て
畑
分
川
線
の
事
業

用
地
の
取
得
を
進
め
る
と

と
も
に
、
橋
梁
部
の
工
事

を
実
施
す
る
。

　
【
ス
マ
ー
ト
で
ス
リ
ム

な
行
政
運
営
の
確
立
の
た

め
に
】

　

▽
第
５
次
香
芝
市
総
合

計
画
等
進
行
管
理
事
業

（
２
８
７
）
＝
総
合
計
画

に
位
置
づ
け
る
施
策
及
び

事
業
に
つ
い
て
の
達
成
状

況
の
検
証
や
改
善
を
繰
り

返
し
、
計
画
的
な
推
進
を

図
る
。
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東側駅前広場のイメージ パ ース（想定）東側駅前広場のイメージ パ ース（想定）

東
口
駅
前
広
場
な
ど
を
整
備

東
口
駅
前
広
場
な
ど
を
整
備

３
月
末
に
策
定
を
予
定

３
月
末
に
策
定
を
予
定

　

大
和
郡
山
市
は
、「
近

鉄
平
端
駅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
基
本
構
想（
案
）」

に
つ
い
て
の
意
見
を
３
月

15
日
ま
で
募
集
し
て
い

る
。
意
見
書
は
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
持
参
等
で
提
出
が

可
能
。
担
当
は
都
市
計
画

課
計
画
係
（
電
話
０
７
４

３
―
５
３
―
１
１
５
１
）。

　

同
市
は
、
近
鉄
平
端
駅

周
辺
の
地
域
住
民
か
ら
の

意
見
や
地
域
の
課
題
を
整

理
し
、
地
区
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
為
の
基
本
的
な
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
「
近
鉄
平
端
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

（
案
）」と
し
て
ま
と
め
た
。

　

近
鉄
平
端
駅
周
辺
地
区

で
は
人
口
の
減
少
や
高
齢

化
の
進
行
、
駅
か
ら
県
中

央
卸
売
市
場
の
ア
ク
セ
ス

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
等

大

淀

町

近
鉄
平
端
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想（
案
）

近
鉄
平
端
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想（
案
）

　

大
淀
町
は
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
「
第
４
次
大

淀
町
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
及
び
大
淀
町
地
方
創

生
総
合
戦
略
策
定
支
援
業

務
」
に
て
参
加
申
込
の
あ

っ
た
３
者
を
審
査
し
、
長

大
と
契
約
を
締
結
し
た
。

委
託
期
間
は
４
年
３
月
25

日
。

大和郡山市

長 大 を 選 定長 大 を 選 定
第４次総合計画及び総合戦略策定支援第４次総合計画及び総合戦略策定支援

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
駅
西
側
や
東
側
の

交
通
結
節
機
能
の
脆
弱

さ
、
市
道
・
県
道
の
交
通

安
全
上
の
問
題
等
の
課
題

も
抱
え
て
い
る
状
態
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
の
課
題

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
把

握
し
た
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り

方
針
を
「
駅
東
西
の
役
割

分
担
に
よ
る
便
利
で
安
全

な
ま
ち
」
に
設
定
し
た
。

方
針
に
沿
っ
て
、
駅
西
側

地
区
は
歩
車
分
離
に
よ
り

近
隣
住
民
が
安
心
し
て
歩

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
、
駅
東
側
地
区
は
駅

前
広
場
や
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
、
商
業
施
設
の
立

地
に
よ
り
便
利
で
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

い
く
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
為
に
平
端
駅
周
辺
に
お

い
て
導
入
す
る
整
備
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
、
東
口
駅
前

広
場
や
（
都
）
筒
井
長
安

寺
線
、
商
業
施
設
等
の
立

地
誘
導
の
３
つ
を
設
定
し

た
。
東
口
駅
前
広
場
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
想
定
さ
れ
る
必
要
面
積

や
配
置
計
画
に
つ
い
て
検

討
。
駅
前
広
場
の
必
要
面

積
は
１
２
９
１
・
１
平
方

㍍
と
な
っ
た
が
、
駅
前
広

場
計
画
指
針
で
は
駅
前
広

場
の
面
積
は
最
小
で
も
２

０
０
０
平
方
㍍
必
要
で
あ

る
こ
と
や
バ
ス
の
旋
回
ス

ペ
ー
ス
や
乗
降
バ
ー
ス

数
、
歩
道
幅
員
等
の
条
件

に
よ
り
駅
前
広
場
の
面
積

は
約
３
０
０
０
平
方
㍍
〜

３
５
０
０
平
方
㍍
と
な

る
。
こ
の
ほ
か
、
交
通
施

設
の
配
置
パ
タ
ー
ン
に
つ

い
て
も
ワ
ン
ル
ー
プ
型
と

ダ
ブ
ル
ル
ー
プ
型
で
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

　
（
都
）
筒
井
長
安
寺
線

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、

東
口
駅
前
広
場
へ
の
ア
ク

セ
ス
だ
け
で
な
く
再
整
備

さ
れ
る
中
央
卸
売
市
場
へ

の
ア
ク
セ
ス
性
も
向
上

し
、
中
央
卸
売
市
場
の
利

用
者
の
平
端
駅
の
利
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
加
え

て
、
将
来
的
に（
仮
称
）平

端
バ
イ
パ
ス
が
整
備
さ
れ

た
場
合
、
平
端
駅
東
口
駅

前
広
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

大
幅
な
改
善
と
安
堵
町
や

川
西
町
か
ら
平
端
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
容
易
と
な
る

為
、
駅
利
用
者
の
増
加
に

も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

商
業
施
設
の
施
設
誘
導

に
つ
い
て
は
、
駅
東
側
が

市
街
化
調
整
区
域
と
な
っ

て
お
り
原
則
と
し
て
市
街

化
を
抑
制
す
る
区
域
の

為
、
建
物
を
建
築
す
る
ハ

ー
ド
ル
が
高
く
商
業
施
設

等
の
民
間
事
業
者
の
参
入

が
難
し
い
状
況
。
民
間
事

業
者
主
導
で
商
業
施
設
等

を
設
置
し
や
す
く
す
る
為

に
、
想
定
さ
れ
る
法
的
な

立
地
誘
導
の
方
策
を
ま
と

め
て
整
理
し
た
。
具
体
的

に
採
用
す
る
方
策
に
つ
い

て
は
、
東
口
駅
前
広
場
の

事
業
化
の
際
に
改
め
て
検

討
を
予
定
し
て
い
る
。

基
本
構
想
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
終
了
後
３
月

末
に
策
定
を
予
定
。
現
時

点
で
の
東
口
駅
前
広
場
、

（
都
）
筒
井
長
安
寺
線
の

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
、
事
業
２
年
度
以
降
に

現
地
測
量
や
予
備
設
計
、

事
業
説
明
会
を
開
催
し
詳

細
設
計
や
用
地
取
得
を
実

施
、
工
事
は
９
年
度
に
着

手
す
る
予
定
。

　

同
事
業
は
、
令
和
３
年

度
に
目
標
最
終
年
次
を
迎

え
る
「
第
４
次
大
淀
町
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
」

の
次
期
計
画
「
第
４
次
大

淀
町
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
と
令
和
元
年
度
に

終
了
し
た
「
大
淀
町
地
方

創
生
総
合
戦
略
」
の
次
期

計
画
の
策
定
の
支
援
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
。
担
当
は
企
画
政
策
課

（
電
話
０
７
４
７
―
５
２

―
５
５
１
７
）。
主
な
業

務
は
次
の
通
り
。

　

▽
基
礎
調
査
の
実
施
・

分
析
＝
業
務
の
遂
行
に
必

要
と
な
る
、
町
及
び
国
・

奈
良
県
な
ど
の
既
存
地
域

資
料
（
各
種
事
業
計
画
書

を
含
む
）
を
収
集
・
分
析

す
る
と
と
も
に
、
現
況
基

礎
デ
ー
タ
を
収
集
・
整
理

し
、
計
画
策
定
の
基
礎
に

す
る
。

　

▽
現
行
計
画
及
び
旧
戦

略
の
施
策
の
効
果
検
証
及

び
総
括
支
援
＝
町
が
作
成

し
保
有
し
て
い
る
現
行
計

画
及
び
旧
戦
略
に
か
か
る

進
捗
管
理
シ
ー
ト
や
必
要

に
応
じ
て
受
託
者
が
実
施

す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ

り
達
成
状
況
や
施
策
の
効

果
検
証
を
行
い
、
総
括
と

し
て
課
題
や
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
報

告
書
に
ま
と
め
る
。

　

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
等
住
民
意
見
の
聴
取

に
つ
い
て
の
支
援
＝
住
民

の
意
識
調
査
の
実
施
に
必

要
な
調
査
項
目
の
検
討
、

集
計
及
び
分
析
等
を
実
施

し
、
そ
の
調
査
分
析
結
果

を
報
告
書
と
し
て
と
り
ま

と
め
、
次
期
計
画
案
の
内

容
に
反
映
す
る
。
対
象
者

及
び
票
数
は
一
般
住
民
１

５
０
０
票
、
高
校
生
約
４

５
０
票
、
中
学
生
（
３
年

生
）
約
１
５
０
票
。

　

▽
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
検

証
、
修
正
支
援
＝
次
期
計

画
の
策
定
は
、
第
４
次
大

淀
町
総
合
計
画
に
お
け
る

基
本
構
想
及
び
旧
戦
略
に

お
け
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

基
礎
と
し
て
行
う
が
、
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
に
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
る
将
来
人
口

推
計
や
国
勢
調
査
の
結
果

及
び
本
町
の
人
口
動
態
等

の
更
新
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
各
種
現
状
を
踏
ま

え
、
主
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
検
証
に
か
か
る
情
報
収

集
及
び
現
状
分
析
を
実
施

し
、
時
点
修
正
を
行
う
。

　

▽
次
期
計
画
策
定
支
援

＝
前
記
の
調
査
・
分
析
結

果
等
を
踏
ま
え
、
後
期
基

本
計
画
と
次
期
戦
略
か
ら

な
る
次
期
計
画
素
案
を
作

成
し
、
事
務
局
と
の
打
ち

合
わ
せ
や
審
議
会
等
で
の

協
議
・
調
整
を
踏
ま
え
て

補
修
正
す
る
。

　

▽
次
期
計
画
の
進
捗
管

理
方
法
及
び
各
種
指
標
の

設
定
支
援
＝
次
期
計
画
の

進
捗
管
理
方
法
の
提
案
を

行
う
。
各
種
成
果
指
標
や

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
・
計
測
方

法
に
つ
い
て
、
他
の
事
例

等
を
踏
ま
え
過
度
な
事
務

負
担
を
伴
わ
ず
に
適
切
か

つ
効
果
的
な
検
証
を
実
施

す
る
手
法
を
具
体
的
に
提

案
す
る
。

　

▽
各
種
会
議
等
の
運
営

支
援
＝
各
種
会
議
の
会
議

運
営
に
か
か
る
提
案
や
会

議
へ
の
出
席
、
関
連
資
料

の
作
成
、
意
見
の
と
り
ま

と
め
・
分
析
、
会
議
録
を

作
成
。

　

▽
次
期
計
画
策
定
に
か

か
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
支
援
。

　

▽
そ
の
他
＝
次
期
計
画

の
冊
子
原
稿
等
の
作
成
、

打
ち
合
わ
せ
等
。
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